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A.研究目的 

 本研究の目的は HTLV-1 キャリアの母親で児

の栄養法による母子感染状況等を検証し、わが国

の HTLV-1 母子感染予防法の確立に寄与するこ

とである。日本産婦人科医会としては、本研究事

業の遂行状況をみながら、全国の日本産婦人科医

会会員に本研究への協力を要請するとともに、

HTLV-1 検査で陽性となった妊婦およびその妊婦

から生まれた児に対して適切な情報提供とその

後のケアが行えるように、会員に HTLV-1 母子感

染予防の重要性を啓発していくことを目的とし

ている。 

本研究の最終的な目標を実現するためには、出

生した児の栄養指導やフォローアップ体制をよ

り強固にするため、HTLV-1 の母子感染予防と

HTLV-1 キャリア妊婦および出生児への医療お

よび支援体制の整備がこれからの目標になる。 

 これまでの研究で、HTLV-1 の妊婦のスクリー
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ニング検査は行われているものの、実際にキャリ

アと診断された母親、そしてそこから出生した児

のフォロー体制に不備があることが確認されて

いる。都道府県単位の取り組みとしてうまくいっ

ている地域では、産婦人科医のみではなく行政、

保健師、小児科医を集めた講習会を定期的に行っ

ており、特に、行政の関心が高まることで、キャ

リアと診断された母親のフォローアップおよび、

その母親から生まれた児の哺乳やその後の母子

感染のフォローなど系統的にできるようになっ

たとの報告がある。そこで平成 28 年度は、日本

小児科医会とも協力して、産婦人科医のみではな

く小児科医も含め、また、行政担当者(保健師を

含む)にもわかりやすい講演会を各地域で開催で

きるようにすることが、重要であるとの考えから、

各地域での講演会の開催を支援するため、講演用

の資材の作成に取り組むことを目標とした。 

 

B.研究方法 

 講演用の資材として充実した内容とするため、

まず、講演用のアジェンダを作成した。その内容

は、①HTLV-1 の歴史、②成人 T 細胞性白血病に

ついて、③HAM について、④HTLV-1 感染経路・

疫学、⑤母子感染についての知見、⑥インフォー

ムドコンセントの仕方、⑦母児のフォローアップ

について、などについて資料を整理して Power 

Point でスライドを作成する。また、スライドに

ついての解説も付加することで、各地域で講演が

行えるようにする。 

 

C.研究結果 

 講演用の資材として、①HTLV-1 の歴史、②成

人 T 細胞性白血病について、③HAM について、

④HTLV-1 感染経路・疫学、⑤母子感染について

の知見、⑥インフォームドコンセントの仕方、⑦

母児のフォローアップについて、などについて資

料を整理して 45枚からなるPower Pointのスラ

イドを作成した。資料は PDF として巻末に添付

する。 

 

D.考察 

 地域での HTLV-1 に関する啓発が必要である

という認識から、平成 28 年度は日本小児科医会

とも連携し、産婦人科医、小児科医、行政担当者

(保健師なども含む)を対象にした講演会を各都

道府県で開催できるように、講演用スライドを作

成した。このスライドを全国の都道府県産婦人科

医会に配布し、講演会を開催するように依頼する

予定である。産婦人科医の中で HTLV-1 につい

ての知識とそのカウンセリング法を啓発するこ

とと、小児科医の中でも児のフォローの重要性を

啓発することにより、また、行政担当者にも理解

を促すことで、地域における HTLV-1 母子感染

対策についての認識が深まり、地域における医療

体制の充実度が高まることが期待される。 

 次の課題は、感染が確認された妊婦(キャリア

妊婦)とその児の授乳期をフォローするシステム、

児での母子感染の有無を検査する機関の整備、ま

た、その後に発生するいろいろな疑問や心配を相

談できる窓口の整備などを各地域で構築してい

くことが課題である。キャリア妊婦が母子手帳に

挟んで使える HTLV-1 ノート（仮称）などをも

たせてそこに情報を盛り込んでおくことでサポ

ートが必要になった時に正確な情報を基に支援

にアクセスできるようなシステム作りも考えら

れ、次年度以降の取り組みとして検討する予定で

ある。 

 

E.結論 

 地域での HTLV-1 に関する啓発が必要である

という認識から、平成 28 年度は日本小児科医会

とも連携し、産婦人科医、小児科医、行政担当者

(保健師なども含む)を対象にした講演会を各都

道府県で開催できるように、講演用スライドを作

成し、各都道府県産婦人科医会に配布した。この

資材を用いた講演会の開催が期待される。 

 

F.健康危険情報 

特になし 

 

 

G.研究発表 

1.論文発表 

特になし 

 

 

2.学会発表 

特になし 

 

 

H.知的財産権の出願・登録状況 

なし 


